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「蛇のように賢く鳩のように素直に。」マタイ福音書 10 章 11～16 節   
 

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
発
達
障
害
の
治
療
の
案
内
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
発
想
と
し
て
は
、
今
ま
で
の
仕
事
や
段
取
り
の
手
順
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る

の
で
、
良
い
経
験
で
す
。 

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
は
、Arti

ficial I
ntellige

nce

の
略
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
人
間
の
よ
う
に
学
習
、
推
論
、
判
断
、
認
識
、
言
語
処
理
な
ど
の
知
的
な
タ

ス
ク
を
実
行
す
る
技
術
や
シ
ス
テ
ム
全
般
の
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
案
内
と
は
、

人
工
知
能
を
活
用
し
て
、
利
用
者
に
対
し
情
報
提
供
や
道
案
内
、
質
問
へ
の
回
答
な

ど
を
自
動
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。
従
来
の
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
り
、
自
然

言
語
処
理
（NL

P
）
な
ど
の
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
人
間
の
よ
う
な
自
然
な
対
話
や

き
め
細
や
か
な
対
応
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
準
備
を
し
て
い
る
中
で
、
多
く

の
人
の
仕
事
は
Ａ
Ｉ
に
任
せ
た
方
が
早
く
て
合
理
的
で
あ
り
、
人
の
個
性
や
性
格
に

よ
る
変
更
が
な
く
て
、
優
秀
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
今
後
は
Ａ

Ｉ
に
よ
っ
て
多
く
の
仕
事
が
奪
わ
れ
て
い
き
、
人
間
の
仕
事
は
減
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。 

 

と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
、
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

に
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
偽
り
の
画
像
や
情
報
が
盛
沢
山
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
人
物
を

中
傷
す
る
偽
情
報
や
、
株
や
品
物
の
偽
情
報
を
流
し
て
購
入
を
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
最
近
は
、
私
の
名
前
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
偽
っ
て
用
い
て
、
ラ
イ
ン
に
加

入
さ
せ
よ
う
と
す
る
命
令
も
出
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ン
に
加
入
す
る
と
、
そ
の
人
の
情

報
が
漏
れ
て
し
ま
う
の
で
、
商
業
的
な
ラ
イ
ン
勧
誘
に
は
入
ら
な
い
方
が
良
い
で
し

ょ
う
。
５
年
位
前
に
は
、
私
の
名
前
で
金
を
貸
し
て
く
れ
と
い
う
メ
ー
ル
が
多
く
の

人
に
届
き
ま
し
た
が
、「
柏
崎
が
金
に
窮
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。」
と
信
用
さ
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
大
事
な
こ
と
は
判
断
力
で
す
ね
。 

 

こ
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
仕
事
が
奪
わ
れ
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
騙
さ
れ
る
時
代
が

既
に
来
て
い
ま
す
。
更
に
、「
戦
争
や
戦
争
の
う
わ
さ
」（
マ
タ
イ
２
４
・6
）、「
民
族

は
民
族
に
、
国
は
国
に
敵
対
し
て
立
ち
上
が
り
、
あ
ち
こ
ち
で
飢
饉
と
地
震
が
起
こ

り
ま
す
。」（
同7

）。
「
そ
の
と
き
多
く
の
人
が
つ
ま
ず
き
、
互
い
に
裏
切
り
、
憎
み
合

い
ま
す
。
ま
た
、
偽
預
言
者
が
大
勢
現
れ
て
、
多
く
の
人
を
惑
わ
し
ま
す
。
不
法
が

は
び
こ
る
の
で
、
多
く
の
人
の
愛
が
冷
え
ま
す
。」（
同10-12

）
。 

 

戦
後
の
日
本
を
支
え
て
き
た
中
産
階
級
は
崩
壊
し
、
富
め
る
者
と
貧
し
い
者
と
の

隔
た
り
が
大
き
く
な
り
、
社
会
は
不
穏
に
な
り
、
犯
罪
が
増
え
ま
す
。 

 

医
療
制
度
の
中
か
ら
、
高
齢
者
医
療
を
別
枠
に
し
、
更
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
設
け
た
の
は
、
金
の
掛
か
る
高
齢
者
医
療
の
自
己
負
担
を
多
く
す
る
た
め
で
す
。 

 

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
年
金
原
資
が
減
り
、
年
金
財
政
は
厳
し
く
な
る
の
で
、
間

違
い
な
く
年
金
収
入
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

日
本
人
の
特
徴
は
、「
真
面
目
、
謙
虚
、
我
慢
強
い
、
勤
勉
、
協
調
性
が
あ
る
」
と

い
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
も
通
ら
な
く
な
り
ま
す
。 

さ
て
、「
蛇
の
よ
う
に
賢
く
」
と
イ
エ
ス
様
が
私
た
ち
に
諭
し
ま
し
た
。
多
く
の
人

が
蛇
の
見
た
目
を
嫌
い
ま
す
。「
蛇
は
、
神
で
あ
る
主
が
造
ら
れ
た
野
の
生
き
物
の
う

ち
で
、
他
の
ど
れ
よ
り
も
賢
か
っ
た
。」（
創
世
記
３
・1

）。
大
事
な
こ
と
は
蛇
が
最

も
賢
か
っ
た
こ
と
で
す
。
蛇
は
、
自
分
よ
り
も
強
い
も
の
と
は
争
わ
ず
に
逃
げ
て
い

き
ま
す
。
私
は
動
物
の
生
き
よ
う
と
す
る
力
、
本
能
に
感
心
し
ま
す
。 

私
は
、「
最
も
高
く
つ
く
の
は
見
栄
で
す
。
」
と
言
い
ま
す
が
、
言
い
換
え
れ
ば
自

我
で
す
。
我
が
強
い
の
で
失
敗
す
る
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
奪
わ
れ

る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
は
、
失
敗
を
恐
れ
他
の
人
が
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と

を
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
す
。「
賢
く
」
と
は
、
知
恵
で
す
。
知
恵
の
要
ら
な
い
よ
う

な
仕
事
は
Ａ
Ｉ
に
代
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、「
神
の
知
恵
に
よ
り
、
こ
の
世
は
自
分

の
知
恵
に
よ
っ
て
神
を
知
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」（
Ⅰ
コ
リ
１
・21

）。
知

恵
に
先
走
る
者
は
、
知
恵
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
を
滅
ぼ
し
ま
す
。 

「
鳩
の
よ
う
に
素
直
に
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
鳩
は
雑
食
性
で
な

ん
で
も
食
べ
ま
す
。
群
れ
を
な
し
て
仲
良
く
過
ご
し
、
帰
巣
本
能
が
強
い
の
で
伝
書

鳩
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。
鳩
は
警
戒
心
は
あ
ま
り
な
く
捕
ま
り
や
す
い
で
す
。

政
治
的
に
は
「
ハ
ト
派
」
は
穏
健
な
考
え
を
持
つ
平
和
愛
好
者
と
さ
れ
、
「
タ
カ
派
」

と
区
別
さ
れ
ま
す
。 

欲
望
の
強
い
人
は
、
欲
に
惑
わ
さ
れ
て
失
敗
し
ま
す
。
「
こ
の
世
の
取
る
に
足
り
な

い
者
や
見
下
さ
れ
て
い
る
者
、
す
な
わ
ち
無
に
等
し
い
者
を
神
は
選
ば
れ
た
の
で

す
。」
（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
１
・28

）
と
あ
り
ま
す
が
、
自
ら
を
「
無
に
等
し
い
者
」
と
委

ね
る
こ
と
こ
そ
、
信
仰
の
奥
義
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

終
末
の
様
相
は
、
聖
書
に
預
言
さ
れ
て
い
ま
す
。「
祝
福
を
得
よ
う
、
豊
か
に
暮
ら

そ
う
、
成
功
し
よ
う
」
な
ど
の
願
望
は
、
主
イ
エ
ス
が
栄
光
を
持
っ
て
来
臨
さ
れ
、

神
の
国
に
私
た
ち
を
携
え
上
げ
て
く
だ
さ
る
望
み
に
比
べ
れ
ば
取
る
に
足
り
ま
せ

ん
。
私
に
は
、
自
ら
の
繁
栄
を
願
っ
て
身
を
亡
ぼ
す
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。「
十
字
架
の
こ
と
ば
は
、
救
わ
れ
る
私
た
ち
に
は
神
の
力
で
す
。」
（
同18

）。 

「
蛇
の
よ
う
に
賢
く
」
と
は
、
見
栄
に
よ
っ
て
表
立
っ
て
戦
わ
ず
、
状
況
を
わ
き

ま
え
て
身
を
滅
ぼ
さ
な
い
こ
と
で
す
。「
鳩
の
よ
う
に
素
直
に
」
と
は
、
仲
良
く
過
ご

し
て
何
で
も
食
べ
、
人
と
は
争
わ
ず
、
神
に
委
ね
て
生
き
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

神
の
国
を
待
ち
望
み
ま
し
ょ
う
。 

 



Mat10:11 "Now whatever city or town 

you enter, inquire who in it is 

worthy, and stay there till you go 

out. 

 10:12 "And when you go into a 

household, greet it. 

 10:13 "If the household is worthy, 

let your peace come upon it. But if it 

is not worthy, let your peace return 

to you. 

 10:14 "And whoever will not receive 

you nor hear your words, when you 

depart from that house or city, shake 

off the dust from your feet. 

 10:15 "Assuredly, I say to you, it 

will be more tolerable for the land of 

Sodom and Gomorrah in the day of 

judgment than for that city! 

 10:16 "Behold, I send you out as 

sheep in the midst of wolves. 

Therefore be wise as serpents and 

harmless as doves. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マタイ 10:11 どの町や村に入っても、そこでだれがふさわ

しい人かをよく調べ、そこを立ち去るまで、その人のとこ

ろにとどまりなさい。 

10:12 その家に入るときには、平安を祈るあいさつをしな

さい。 

10:13 その家がそれにふさわしければ、あなたがたの祈る

平安がその家に来るようにし、ふさわしくなければ、その

平安があなたがたのところに返って来るようにしなさい。 

10:14 だれかがあなたがたを受け入れず、あなたがたのこ

とばに耳を傾けないなら、その家や町を出て行くときに足

のちりを払い落としなさい。 

10:15 まことに、あなたがたに言います。さばきの日に

は、ソドムとゴモラの地のほうが、その町よりもさばきに

耐えやすいのです。 

10:16 いいですか。わたしは狼の中に羊を送り出すように

して、あなたがたを遣わします。ですから、蛇のように賢

く、鳩のように素直でありなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  

主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 

２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 

３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 

４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 

５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 

 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 
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